
こどもの発達を支える生徒指導に関する調査研究事業

小・中・高等学校等における生徒指導上の諸課題の未然防止のため、学校教育活動全体を通じ、関係法令の下、学習指導要領
及び生徒指導提要の趣旨が実現されるよう、委託地域における実証的な調査研究を実施（令和８～１０年度、８地域）
※実践単位は、公立中学校区単位の公立小・中学校の指定、又は公立高等学校の指定８～１０年度、１１地域、加配教員配置７）

事業趣旨

事業内容

最終目標 学校の「魅力」の向上 生徒指導上の諸課題の未然防止

学習指導 こどもの発達を支える生徒指導一体化 ＝発達支持的生徒指導、＋課題未然防止教育

【こどもの発達を支える生徒指導の有効性を高めるための実証的研究テーマ】
 ア）よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳教育及び特別の教科

道徳との関連を図った生徒指導の充実による魅力ある学校づくり
【道徳教育との関連】

 イ）生徒指導と学習指導との一体化を図った総合的な学習（探究）の時間を
中核とする魅力ある学校づくり【探究との関連】

 ウ）児童生徒の自発的・自治的な活動の推進等、生徒指導を意識した特別活
動を中核とする魅力ある学校づくり【特別活動との関連】

※ 委託地域の実態に応じてテーマを選択して実践
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生徒指導・進路指導研究センター

チーム学校による生徒指導の推進
【社会に開かれた教育課程、カリキュラム・マネジメント】

居場所づくり

絆（きずな）づくり
自己存在感の感受

共感的な人間関係の育成

自己決定の場の提供

安全・安心な風土の醸成

学校教育活動全体で「支える」

第２期

＜成果指標（例）＞
児童生徒の意識調査（１０項目）、
不登校の新規発生数、いじめ・暴力行為の被害・加害体験、
学校環境に関する意識、学びの目的意識、社会的資質・行動 等

ア 学校が楽しい   オ この学級では、自分の考えや意見を言いやすい  
イ みんなで何かをするのは楽しい   カ この学級では、他の人の考えや意見を互いに聴きあえる
ウ 授業に主体的に取り組んでいる   キ この学級では、自分たちの活動は自分たちで決められる 
エ 授業がよく分かる   ク この学級では、自分の得意なことややってみたいことがよくできる 

 ケ だれかに何かをされていやな思いをした 
 コ だれかに何かをされていやな思いをしている人を見た 

こどもの
Well-being

向上

PDCA
×３
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本事業が目指すところ
① テーマ（重点的な取組）を基に、全教職員で共通理解を図り、共通実践をする。
（１）教科の枠を超えて、

生徒指導の実践上の４視点から居場所づくり・絆づくりを意識して取り組む。
（２）テーマで取り組んだことを担当教科、担任学級で生かす。
（３）あらゆる場面での発達支持的生徒指導及び課題未然防止教育の充実を図る。

↓
② 児童生徒及び教職員の意識調査結果の向上

↓
③ みんなのWell-being向上

↓
④ 学校の魅力向上

↓
⑤ 不登校の新規数減少、いじめ・暴力行為等の生徒指導上の諸課題の減少

↓
⑥ 魅力ある学校へ

児童生徒一人一人の社会的自立の実現（生きる力、自己指導能力、道徳性）

【取組のポイント】
・児童生徒の声を聴く（意識調査等）

・全教職員でPDCA×３
（意識調査等を基に取組の点検・見直し）

・取組の学校間・校種間の連携・共有
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居場所づくり

絆（きずな）づくり

児童生徒が、自己
の存在感を実感しな
がら、よりよい人間
関係を形成し、有意
義で充実した学校生
活を送る中で、現在
及び将来における自
己実現を図っていく
ことができるよう、
児童生徒理解を深め、
学習指導と関連付け
ながら、生徒指導の
充実を図ること。
（学習指導要領 総則編）

児童生徒が、社会の中で自分らしく生きることができる存在へと、自発的・主体的
に成長や発達する過程を支える教育活動

定 義 

児童生徒一人一人の個性の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を
支えると同時に、自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支えること

生

徒

指

導

目 的

児童生徒が、深い自己理解に基づき、「何をしたいのか」、「何をすべきか」、主
体的に問題や課題を発見し、自己の目標を選択・設定して、この目標達成のため、自
発的、自律的、かつ他者の主体性を尊重しながら、自らの行動を決断し、実行する力。

目指す力＝「自己指導能力」

教
師
に
よ
る
働
き
か
け

児童生徒が、主体的に取り組む活
動を通し、自らが「絆」を感じ取
り、紡いでいく場や活動の設定

教職員が、児童生徒が安心できる
自己存在感や充実感を感じられる
場所を提供する取組

具
体
的
に
は

学
習
指
導
と
の
一
体
化 各教科等との関連

道徳教育との関連

探究との関連

特別活動との関連

PDCA×3で見直す
（「生徒指導提要（改訂版）」）

自己存在感の感受

共感的な人間関係の育成

自己決定の場の提供

安全・安心な風土の醸成

実
践
上
の
視
点

児童生徒一人一人が大切にされ、個を生かす工夫

認め合い・励まし合い・支え合える集団となる工夫

児童生徒が主体的に選択・実行できる場の工夫

誰もが安全・安心に活動ができる居場所の工夫
教
育
課
程
内
外
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で

全
て
の
児
童
生
徒
の

発
達
を
支
え
る

こどもの発達を支える生徒指導に関する調査研究事業第２期
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○発達支持的生徒指導の推進
・新たに改訂した生徒指導提要を踏まえ、生徒指導の実践に当たっては、課題予防、早期対応といっ
た課題対応の側面のみならず、全ての児童生徒を対象に児童生徒が自発的・自主的に自らを発達させ
ていくことを尊重し、学校・教職員がいかにそれを支えるかという発達支持的生徒指導の側面に重点
を置いた働きかけを進める。 「教育振興基本計画（令和５年６月１６日閣議決定）」

発達支持的生徒指導

課題未然防止教育

課題早期発見対応

困難課題対応的生徒指導

課題予防的生徒指導

対
象

課
題
性

全ての児童生徒

特定の児童生徒

高

低

時
間
軸

継続的
即応的

（リアクティブ）

先行的
常態的

（プロアクティブ）

生徒指導の２軸３類４層構造

本事業の
ねらいとする
実践範囲

文部科学省「生徒指導提要（改訂版）」

発達支持的生徒指導

課題未然防止教育

こどもの発達を支える生徒指導に関する調査研究事業第２期

＝基盤
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こどもの発達を支える生徒指導に関する調査研究事業【再掲】

小・中・高等学校等における生徒指導上の諸課題の未然防止のため、学校教育活動全体を通じ、関係法令の下、学習指導要領
及び生徒指導提要の趣旨が実現されるよう、委託地域における実証的な調査研究を実施（令和８～１０年度、８地域）
※実践単位は、公立中学校区単位の公立小・中学校の指定、又は公立高等学校の指定８～１０年度、１１地域、加配教員配置７）

事業趣旨

事業内容

最終目標 学校の「魅力」の向上 生徒指導上の諸課題の未然防止

学習指導 こどもの発達を支える生徒指導一体化 ＝発達支持的生徒指導 、＋課題未然防止教育

【こどもの発達を支える生徒指導の有効性を高めるための実証的研究テーマ】
 ア）よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳教育及び特別の教科

道徳との関連を図った生徒指導の充実による魅力ある学校づくり
【道徳教育との関連】

 イ）生徒指導と学習指導との一体化を図った総合的な学習（探究）の時間を
中核とする魅力ある学校づくり【探究との関連】

 ウ）児童生徒の自発的・自治的な活動の推進等、生徒指導を意識した特別活
動を中核とする魅力ある学校づくり【特別活動との関連】

※ 委託地域の実態に応じてテーマを選択して実践

達成のため
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チーム学校による生徒指導の推進
【社会に開かれた教育課程、カリキュラム・マネジメント】

居場所づくり

絆（きずな）づくり
自己存在感の感受

共感的な人間関係の育成

自己決定の場の提供

安全・安心な風土の醸成

学校教育活動全体で「支える」

第２期

＜成果指標（例）＞
児童生徒の意識調査（１０項目）、
不登校の新規発生数、いじめ・暴力行為の被害・加害体験、
学校環境に関する意識、学びの目的意識、社会的資質・行動 等

ア 学校が楽しい   オ この学級では、自分の考えや意見を言いやすい  
イ みんなで何かをするのは楽しい   カ この学級では、他の人の考えや意見を互いに聴きあえる
ウ 授業に主体的に取り組んでいる   キ この学級では、自分たちの活動は自分たちで決められる 
エ 授業がよく分かる   ク この学級では、自分の得意なことややってみたいことがよくできる 

 ケ だれかに何かをされていやな思いをした 
 コ だれかに何かをされていやな思いをしている人を見た 

こどもの
Well-being

向上

PDCA
×３
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第２期における実証的研究テーマについて

【参考】『生徒指導提要（改訂版）』p48-52
道徳教育と生徒指導はいずれも児童生徒の人格のよりよい発達を目指すものであり、学校教育活動全体を通

じて行うという点で共通しています。道徳教育で培われた道徳性を、生きる力として日常の生活場面に具現化
できるよう支援することが生徒指導の大切な働きとなります。
※ 道徳科の授業の充実に資する生徒指導、生徒指導の充実に資する道徳科の授業

ア）よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳教育および特別の教科 道徳との関連を図った
生徒指導の充実による魅力ある学校づくり【道徳教育との関連】

イ）生徒指導と学習指導との一体化を図った総合的な学習（探究）の時間を中核とする
魅力ある学校づくり【探究との関連】

ウ）児童生徒の自発的・自治的な活動の推進等、生徒指導を意識した特別活動を中核とする
魅力ある学校づくり【特別活動との関連】

【参考】『生徒指導提要（改訂版）』p52-55
総合的な学習（探究）の時間を充実させることは、その目標を達成するに留まらず、自己指導能力の育成に

もつながり、ひいては生徒指導の充実を図ることにもつながると言えます。
※ 総合的な学習（探究）の時間で協働的に取り組むことと生徒指導、総合的な学習（探究）の時間に
おいて自己の（在り方）生き方を考えることと生徒指導

【参考】『生徒指導提要（改訂版）』p55-67
特別活動における集団活動には、生徒指導の機能が生かされる数多くの場や機会が存在しています。
※ 特別活動の各活動・学校行事の目標と生徒指導、学級・ホームルーム活動と生徒指導、児童会・生徒会
活動、クラブ活動と生徒指導、学校行事と生徒指導
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テーマ（ア）道徳教育との関連
委託を受けた学校又は教育委員会は選択したテーマに基づき、それぞれの場面で常
に生徒指導を（機能させることを）意識した取組を進め、生徒指導の実践上の視点
から居場所づくり・絆づくりに関する実践を行うことで、児童生徒・教職員双方に
とって魅力ある学校をつくることにより，生徒指導の課題克服を目指す。

＜例＞
特別の教科 道徳を要とした道徳教育の充実、いじめ防止や自殺予防等の現代的な

課題を取り上げた道徳科授業の充実、道徳的諸価値の理解を深める自己および他者と
の対話の充実、自己（人間）としての生き方（在り方）について考えを深める指導の
充実等

ア）よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳教育および特別の
教科 道徳との関連を図った生徒指導の充実による魅力ある学校づくり
【道徳教育との関連】
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テーマ（イ）探究との関連

イ）生徒指導と学習指導との一体化を図った総合的な学習（探究）の時間
を中核とする魅力ある学校づくり【探究との関連】
＜例＞
生徒指導と学習指導の一体化を図った授業づくり、生徒指導と関連した総合的な

学習（探究）の時間の充実、よりよく課題を発見し解決していくための学習指導の
充実、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な指導の充実等

委託を受けた学校又は教育委員会は選択したテーマに基づき、それぞれの場面で常
に生徒指導を（機能させることを）意識した取組を進め、生徒指導の実践上の視点
から居場所づくり・絆づくりに関する実践を行うことで、児童生徒・教職員双方に
とって魅力ある学校をつくることにより、生徒指導の課題克服を目指す。
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テーマ（ウ）特別活動との関連

＜例＞
児童の権利条約等を踏まえた学校のきまり等の見直しや学校行事の企画運営へ

の児童生徒の参画による特別活動の充実、学級・ホームルーム活動等における自
発的・自治的な活動を中心とした学級・ホームルーム経営の充実 等

ウ）児童生徒の自発的・自治的な活動の推進等、生徒指導を意識した特別
活動を中核とする魅力ある学校づくり【特別活動との関連】

委託を受けた学校又は教育委員会は選択したテーマに基づき、それぞれの場面で常
に生徒指導を（機能させることを）意識した取組を進め、生徒指導の実践上の視点
から居場所づくり・絆づくりに関する実践を行うことで、児童生徒・教職員双方に
とって魅力ある学校をつくることにより、生徒指導の課題克服を目指す。
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事業３年間の見通し

生徒指導の実践上の視
点を基に、学校行事や児
童生徒会の取組を含め、
選択したテーマに関する
取組の見直しと計画

選択したテーマにおける
生徒指導との一体化を図っ
た取組の推進

各教科等の授業、全て
の学校教育活動におい
て、学習指導と生徒指導
の一体化を図った取組
の推進

見直し・計画

テーマに沿っ
た実践

学習指導と
生徒指導の
一体化
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調査研究の進め方（イメージ）

計画（P）

実態把握と

取組の共通理解

実践（D）

生徒指導の４視点

を意識した取組

点検・見直し（C）

意識調査等を基に

計画の見直し

改善計画（A）

次学期に向けた

行動計画

学期ごとに
PDCA×３
意識調査

週１回の
学年会
協働・実践

年間ロードマップ
の作成と年度末調査

計画・見通し
（A）

共通理解

実践・行動（A）

生徒指導の４視点

を意識した取組

振り返り（R）

取組状況、意識調査、不
登校調査等の各種調査結
果からの計画の見直し

観察（O）

取組状況及び児童
生徒の姿を観察する。

状況把握（O）

観察したことを基に
学年会等で話し合う。

決定（D）

次週の取組について

計画を見直す。

改善・実行（A）

生徒指導の４視点を
意識した取組・実践

４月 ４月～２月 ３月 4～5月

４月（８月、12月） ４月～７月（９月～12月、１～２月） ７月（12月、３月） ７月～８月（12～1月、3～4月）

授業実践日 週１回の会議日 会議日～次週の授業実践日

各自治体
から意識
調査・不
登校数等
の調査提
出

学校から
学期に１
回の意識
調査
（年３回
実施）

学年で情
報共有、
共通理解
を図る

３年間の見通しをもって、この１年間で何をどのように取り組むかを明確にする。

年３回、意識調査を基に、全教職員で話し合い、取組を点検・見直す。

テーマに関する授業について、児童生徒の声や姿を基に学年内で情報共有し、随時軌道修正を図る。
生徒指導・進路指導研究センター 11



年３回の意識調査について

意識
調査

年３回（７月，１２月，３月）の無記名による意識調査結果を手がかりに、
集団への働き掛け等の取組の点検・見直しを長期休み等で実施し、次学期の取組につなげる。

ア 学校が楽しい・・・・・・・・・・・ １  ２  ３  ４
イ みんなで何かをするのは楽しい・・・ １  ２  ３  ４
ウ 授業に主体的に取り組んでいる・・・ １  ２  ３  ４
エ 授業がよくわかる・・・・・・・・・ １  ２  ３  ４
オ この学級では、自分の考えや意見 １  ２  ３  ４

を言いやすい
カ この学級では、他の人（ともだち） １  ２  ３  ４

の考えや意見を互いに聴きあえる
キ この学級では、自分たちの活動は自 １  ２  ３  ４

分たちで決められる
ク この学級では、自分の得意なことや、 １  ２  ３  ４

やってみたいことをよくできる

ケ だれか（ともだち）に何かをされて、
イヤな思いをした・・・・・・・・・ １  ２  ３  ４

コ だれか（ともだち）に何かをされて、
イヤな思いをしている人を見た・・・ １  ２  ３  ４

学
校
の
魅
力

生
徒
指
導
の
実
践
上

の
視
点
か
ら
の
改
善

い
じ
め
の
被
害
申
告

と
目
撃
申
告

児童生徒の意識調査１０ 教員調査５

ア この学校の教職員は、日常的に協力し
合っている。・・・・・・・・・・・・       １      ２  ３  ４

イ この学校の教職員は、この学校をよく
することに責任感をもっている。・・・     １      ２  ３  ４

ウ 私は、この学校での仕事にやりがいを
感じている。・・・・・・・・・・・・     １      ２  ３  ４

エ 私は、日々、授業を通して、児童生徒
が安心して生活できるようにしている・     １      ２  ３  ４

オ 私は、日々、授業を通して、児童生徒
同士の良好な人間関係を育成できるよう
にしている・・・・・・・・・・・・・     １      ２  ３  ４

同
僚
性

生
徒
指
導
に
対
す
る

意
識
の
変
容

・年３回実施し、各学年の児童生徒の意識調査結果を
基に、学年で話し合う機会をもち、集団への働き掛け
等の取組の点検・見直しを行う。

生徒指導・進路指導研究センター 12



ＰＤＣＡ×３
３月 ４月 ４～７月 ７～８月 ９～12月 １２～１月 １～３月 ３月

PLAN DO CHECK ACT/PLAN DO CHECK ACT/PLAN DO CHECK

①
実態
把握

②
課題→
目標

③
行動
計画

④
実行

⑤
調査

⑥
点検
見直し

⑦
行動
計画
改

⑧
実行

⑨
調査

⑩
点検
見直し

⑪
行動
計画
改

⑫
実行

⑬①
調査

□ 意識調査による「実態調査」（客観的事実を基にした話合い）
↓

□「課題（実態を踏まえた、児童生徒の問題点）」の設定 
↓

□「目標（課題から導かれる、年度内に達成したい児童生徒の好ましい姿）」の設定
↓

□「取組（内容と実施日程）」の設定 
↓ 

□「実行（上記の取組の実施）」 （共通理解と共通実践）
↓

□ 意識調査による「実態調査」にてチェック
↓

□ 設定した課題、目標、取組の「点検・見直し」
（参考：国研生徒指導・進路指導研究センター「生徒指導リーフ Leaf16」及び「生徒指導リーフ Leaf17」（平成27年3月））

年３回、モデル校区の小
中学校又は高等学校にて、
意識調査結果を基に話し
合う場を設定。
校区での共通理解と共通
実践（そろえる取組と、
小から中へつなぐ取組）

生徒指導・進路指導研究センター 13



意識調査結果入力・点検シートの活用

学級のルールの確認。話合いのルール、
学級会のルールを確認する。
授業や学活の時間に、生徒がクラスの全
員と話すことができる機会を作り、話や
すい雰囲気づくりを行う。
学級会で・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・

4月 重点とする視点：A,B 5月 重点とする視点：B,C 6月 重点とする視点：B,C 7月 重点とする視点：D

一
学
期
計
画

改善に向けた具体的な取組（重点とする生徒指導の実践上の視点を決めて取り組む）

19.0 24.0 24.0 100.0 ク

前
三
月
実
施

ア 43 22 22

イ 34 22

オ

◎ キ 35

コ 33 19 24 24 100 33.0

44.0 22.0 22.0 12.0 100 キケ 44 22 22 12 100

25 21 100

ク 23 22 39 16 100

キ 20 25 40 15 100

オ 23 35 24 18 100 23.0 35.0

イ ◎ イ 50

25

22.0 32.0 25.0 21.0 100 エ

35

23.0 34.0

24.0 18.0 100 ウ ウ

23.0

20.0 25.0

22.0 39.0 16.0 100 カ

〇 オ 3540.0 15.0 100

23.0 20.0 100

課
題
・
分
析

25.0 34.0 24.0 100

ウ 23 34 23 20 100

エ 17 25 34 24 100 17.0

カ 22 32

100

七
月
見
積
り
値

(人) ①

ア

エ 25

まずは、意見を言いやすい雰囲
気を年度当初につくる。そのう
えで、イの項目に重点を置いて
取り組むため、キの生徒が自分
たちで提案・企画したりする取
組を設ける。授業においては、
こどもたち同士で対話する場面
を必ず取り入れ、共感的な人間
関係を重視する。

ア 50

カ 35

ク

19 100 34.0 22.0 25.0 19.0

100 43.0 22.0 22.0 13.0 100.013

25

１学期に課題としてこだわる項目を１～２つ
選択する。その課題の原因や理由を考え、１
学期に重視する生徒指導の実践上の視点を明
らかにする。

各項目の①あて
はまるの数の見
積り値を記入

計1年 (人) ① ② ③ ④

【４月】前年度３月に実施した意識調査の結果を入力し（１年生除く）、課題と取組を話合い入力する。

① ② ③ ④ 計

ケ だれかに何かをされてイヤな思いをした ケとコの結果は、「安全・安心な風土の醸成」や「共感的な人間関係の育成」の視点からのいじ
め防止対策の取組改善に生かす（①全くなかった、②今までに２～３回あった（少しあった）、
③月に２～３回あった（あった）、④週１回以上あった（よくあった））

エ 授業がよくわかる ク 自分の得意なことややってみたいことがよくできる Ｄ 自己存在感の感受

自己決定の場の提供Ｃ

Ａ 安全・安心な風土の醸成

イ みんなで何かをするのは楽しい カ 他の人の考えや意見を互いに聴きあえる Ｂ 共感的な人間関係の育成

生徒指導の実践上の視点

記入者 戸上令和 8 年度 国研 学校 第

点
　
検

意識調査項目

点
　
検

意識調査項目

1 学年
生徒指導
点検シート

ア 学校が楽しい オ 自分の考えや意見を言いやすい

ウ 授業に主体的に取り組んでいる キ 自分たちの活動を自分たちで決められる

コ だれかに何かをされてイヤな思いをしている人を見た

43.0

34.0

23.0

17.0

23.0

22.0

20.0

23.0

44.0

33.0

22.0

22.0

34.0

25.0

35.0

32.0

25.0

22.0

22.0

19.0

22.0

25.0

23.0

34.0

24.0

25.0

40.0

39.0

22.0

24.0

13.0

19.0

20.0

24.0

18.0

21.0

15.0

16.0

12.0

24.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

2 ・ 意識調査の結果から、全教職員で結果を確認し、
学年ごとに課題、重点とする取組と取り組んだ結果
どうなるかを話し合う。

・ 課題・分析については、各学期に課題としてこだわる
項目を選択します。課題から、各学期に重点とする生徒
指導の実践上の視点を明らかにしましょう。

・ 改善に向けた具体的な取組については、各月で重点と
する生徒指導の実践上の視点を明確にし、テーマにそっ
てどんな仕掛け、働きかけ、取組を行うかを出し合い、
決めます（出し合う際は、付箋紙の活用も有効）。

・ その取組をした結果、各項目の「①あてはまる」の人
数の見積り値を設定しましょう。次回の意識調査結果
と見積り値がずれていた場合、取組のどこに問題が
あったか、どこに成果があったかを話し合い、改善につ
なげます。

・ 年度末には、１年間の取組を振り返って、どのような
取組が児童生徒の意識に好影響があったのか、あるいは
うまくいかなったところはどこかを、次の学年に引き継
げるように明らかにしておきましょう。

生徒指導・進路指導研究センター 14



こどもの声を改善に生かす（目標設定の仕方の例）

55

66

82

82

67

67

84

82

45

34

18

18

33

33

16

18

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ク この学級では、自分の得意なことや、やって…

キ この学級では、自分たちの活動は自分たちで…

カ この学級では、他の人の考えや意見を互いに…

オ この学級では、自分の考えや意見を言いやすい

エ 授業がよくわかる

ウ 授業に主体的に取り組んでいる

イ みんなで何かをするのは楽しい

ア 学校が楽しい

意識調査結果（前年度３月実施）

肯定的回答 否定的回答

４件法調査

「当てはまる」と「どち
らかといえば当てはまる」
を肯定的回答で示すと…

肯定率が高くなり、課題
が明確にならない。肯定率
は高いが「当てはまる」が
極端に低い場合もある。

「どちらかといえば…」
という児童生徒が自信を
もって、「当てはまる」と
思えるように

生徒指導・進路指導研究センター 15



こどもの声を改善に生かす（目標設定の仕方の例）

21

27

45

32

19

27

59

49

34

39

37

50

48

40

25

33

33

17

10

13

14

17

10

15

12

17

8

5

19

16

6

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ク この学級では、自分の得意なことや、やって…

キ この学級では、自分たちの活動は自分たちで…

カ この学級では、他の人の考えや意見を互いに…

オ この学級では、自分の考えや意見を言いやすい

エ 授業がよくわかる

ウ 授業に主体的に取り組んでいる

イ みんなで何かをするのは楽しい

ア 学校が楽しい

意識調査結果（前年度３月実施）

１当てはまる 2 どちらかといえば当てはまる
3 どちらかといえば当てはまらない 4 当てはまらない

４件法調査

分析の際に、あえて
「最肯定回答(当てはまる)」
と、それ以外に分ける

全ての児童生徒が自信を 
 もって「当てはまる」と
 思えるようにするには？

★「当てはまらない」に注 
 目して取組全体が個別の
 課題対応にならないよう
 にする

生徒指導・進路指導研究センター 16



こどもの声を改善に生かす（目標設定の仕方の例）

21

27

45

32

19

27

59

49

79

73

55

68

81

73

41

51

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ク この学級では、自分の得意なことや、やっ…

キ この学級では、自分たちの活動は自分たち…

カ この学級では、他の人の考えや意見を互い…

オ この学級では、自分の考えや意見を言いや…

エ 授業がよくわかる

ウ 授業に主体的に取り組んでいる

イ みんなで何かをするのは楽しい

ア 学校が楽しい

意識調査結果（前年度３月実施）

１ 最肯定回答（当てはまるのみ） 2+3+4 「当てはまる」以外の回答

【強み】
イの「みんなで何かをす

るのは楽しい」が高い

エの「授業がよくわか
る」が低い

【弱み】

 授業がよくわかるには？
 まずはテーマの取組から、
みんなで何かをする活動
を考える。キやクの項目
を参考に、こども同士で
話し合い、決めたことを
実践する（試行錯誤の）
場面を作ってみる。オ～クの項目は、生徒指導の実践上の視点からの取組改善に生かす。
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こどもの声を改善に生かす（目標設定の仕方の例）

21

27

45

32

19

27

59

49

79

73

55

68

81

73

41

51

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ク この学級では、自分の得意なことや、やっ…

キ この学級では、自分たちの活動は自分たち…

カ この学級では、他の人の考えや意見を互い…

オ この学級では、自分の考えや意見を言いや…

エ 授業がよくわかる

ウ 授業に主体的に取り組んでいる

イ みんなで何かをするのは楽しい

ア 学校が楽しい

意識調査結果（前年度３月実施）

１ 最肯定回答（当てはまるのみ） 2+3+4 「当てはまる」以外の回答

【こどもの声を聴く】
 「学校が楽しい」と

思うときはどんなと
き？

 授業や行事でどんな
ことをみんなでする
のが楽しい？

 授業に主体的に取り
組んでいる姿ってど
んな姿？

など出し合って、それ
を目標にし、こどもと
共に目指す。オ～クの項目は、生徒指導の実践上の視点からの取組改善に生かす。
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こども事業の３つのポイント

① こどもの声を聴く（意識調査等） 意識調査だけはなく、こどもとの対話の場の設定も。

② ＰＤＣＡ×３（全教職員で意識調査を基に取組の点検・見直し） 教職員同士の対話の場の設定

③ 学校間連携（校区の学校同士で共通理解、共通実践、好事例の共有）

 こども事業の１０項目の共通指標による意識調査
 発達段階に応じて、こどもの声を聴く。
 「学校が楽しいと思うときはどんなときかな？」
 「授業に主体的に取り組む姿ってどんな姿？」
 「みんなでどんな魅力ある学校にしてみたいかな？」など

・小中学校区、校内の全教職員同士の共通理解、共通実践（そろえる・つなぐ）
・学校間での好事例の共有、相互授業参観
・幼保小、小小、小中での連携、中中、中高、高大での連携、児童生徒同士の異年齢交流など

誰もが安心して学べる魅力ある学校づくり 生徒指導上の諸課題の未然防止

こどもとの対話、
こども同士の対話による
魅力ある学校づくり

教職員同士の対話による
魅力ある学校づくり

学校間の連携・交流による
魅力ある学校づくり

生徒指導・進路指導研究センター 19
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